





























































































































































































































































































































































































































［(1)物質変換・反応 (M aterial Transformation)、(2)物質物
性・特性 (M aterial Properties)、(3)物質高次機能 (Advanced 








































































物質創製化学研究系 有機元素化学 教授  時任 宣博
化学研究所 部局責任者
元素科学国際研究センター 光ナノ量子元素科学 教授 金光 義彦
化学研究所 部局責任者
先端ビームナノ科学センター
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新を迎えたシステムは、S G IのAltix 















スセンターで開発しているK EG G （K yoto 




















  My research deals with e behavior of trace elements i  the 
environment such as lakes, rivers, stuary and the ocean. I am
participating in the international G EO TRACES project that 
focuses on the distribution of trace elements a d heir isotopes 
in the world-ocean. I am determining section-plots of trace 
metals in the Pacific, Southern andIndian Ocean that provide a 
basis for evaluating future changes of their distribution with 
relevance to global change. Support from members of ICR 
during my term of laboratory will be greatly appreciated.
平成19年10月１日採用
インドネシア ベンクル大学 
　　Secretary of Chemistry Department  2001-2002年 
インドネシア ベンクル大学
　　Head of Chemistry Department 2002-2004年
京都大学 大学院理学研究科 博士後期課程 2007年修了
略歴

















京都大学 大学院農学研究科 博士後期課程 1999年修了
日本学術振興会 特別研究員（京都大学 木質科学研究所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　    1997～2002年 
かずさDNA研究所 特別研究員 2002～2005年
東京大学 新領域創成科学研究科 学術研究支援員 2005～2007年
略歴
I like the Japanese oldtraditions, 
such as Gion Matsuri, because it 








Professor, Institute of Physics,
























   My research is oriented to mapping local electronic and 
optoelectronic properties with nanometer resolution by 
scanning probe microscopy. We aim to study processes of 
charge photogeneration and collection in nanostructured 
heterogeneous materials for solar cells, for example mixed 
phase nanocrystalline silicon, donor-acceptor bulk hetero-
junctions of organic semiconductors and related materials. 
Results will be compared with the computer modelling of 
the growth, structure and resulting properties.
   My stay as a visiting professor at ICR, Kyoto University 
is an occasion to establish a cooperation with the excellent 
team of Prof. Kanemitsu and to find further inspiration for 
the future research.
報道記録 20067
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   委員長　阪部周二
  会則（案）説明
「碧水会」（同窓会）準備委員会























会 員 の ひ 　 ば
京都大学 名誉教授
























（元 分子レオロジー研究領域 助教授 平成18年退職）
（磁性体研究部門 昭和53年修了）
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Thomson Scientific Research Front Award 2007
「ビスマスペロブスカイトにおける強磁性強誘電体の探索」














日本化学会の発行する英文論文誌「Bulletin of the Chemical Society of Japan」の各号にお
いて最も優れた論文に贈られる賞。
日本化学会欧文誌 BCSJ 賞



















フランスのモンペリエで開かれた「14th International Sol-Gel Conference」において、ゾルからファイ
バー、コーティング膜、およびバルクゲル・バルクガラスの製造にわたるゾルーゲル材料分野での科学



































Springer 社発刊Journal of Inclusion Phenomena and Macrocyclic Chemistry 誌と連携して受賞総説が掲載される。
HGCS Japan Award of Excellence 2007
「機能性フェノールフタレイン誘導体を用いた呈色型分子認識」















Y. Morimoto, Y. Tamada, S. Yamamoto, M. Takano, and T. Ono














“A Catalytic One-Step Process for the Chemo- and
　Regioselective Acylation of Monosaccharides”
"Iron-Catalyzed Selective Biaryl Coupling: Remarkable Suppression of Homocoupling by the Fluoride Anion”












 日本応用磁気学会誌　30巻 4号 pp.464-467
  日本化学会欧文誌　80巻 10号 p.1884-1900
理、医、薬、工、農学等の分野で過去3年間に博士の学位を取得した35歳未満の研究者で
優れた博士論文を提出した若手研究者に対し贈られる賞。
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4月  5日 韓国大学生バイオ産業日本研修団　約70名
             　　バイオインフォマティクスセンター見学
　　　　　案内：服部 正泰 助教、伊藤 真純 特任助教
6月14日 滋賀県立膳所高等学校　高大連携事業　約10名
            　　「きて、みて、さわって、身近なものから化学の発想」
　        　　  講師：平竹　潤 准教授
6月27日 京都府立洛北高等学校附属中学校　約30名
　　　　　   スーパーサイエンスハイスクール「洛北サイエンス校外学習」
　　　　　  講師：磯田 正二 教授、中原　勝 教授
7月  3日 広島県立広島国泰寺高等学校　理数ゼミ約40名
　　　　　「サイエンス探訪セミナー 宇治地区研究所施設見学」
　　　　　 バイオインフォマティクスセンター説明と見学






            　　　～化学の最前線を聞く・見る・楽しむ会～ 
 8月24日 滋賀県立 彦根東高等学校1年生 SSコース　約35名
　　　　　   スーパーサイエンスハイスクール「化学研究所 研究施設見学」
　　　　　   講師：磯田 正二 教授
10月21日 第14回化学研究所公開講演会
 　　　　　　 「本年度ノーベル物理学賞と
　　　　　　　   ハードディスクドライブ」小野 輝男 教授
 　　　　　　 「レーザー光の魅力と












11月  8日 京都府立 洛北高等学校附属中学校　約30名
　　　　　    スーパーサイエンスハイスクール「洛北サイエンス校外学習」
　　　　　    講師：磯田 正二 教授、中原　勝 教授
  2月  1日 京都府立 城南高等学校　38名




   6月26日 京都府立洛北高等学校附属中学校　講師：磯田 正二 教授
　　　　　　　サイエンスパートナーシップ
　　　　　　　洛北サイエンス前期講義「アトムへのアプローチ」
   7月12日 兵庫県立小野高等学校　講師：椿　一典 准教授
　　　　　　　科学総合コース「研究するということ」
10月11日 京都府立洛北高等学校　講師：平竹　潤 准教授
　　　　　　   スーパーサイエンスハイスクール　特別講義
　　　　　　　「実物に触れて学ぶ化学とはどのようなものか？」
11月  6日 京都府立洛北高等学校附属中学校　講師：磯田 正二 教授
　　　　　　   サイエンスパートナーシップ







11月13日 京都府立洛北高等学校附属中学校　講師：加藤 詩子 助教








　　　　　   「身近な水の不思議さ」
   1月25日 兵庫県立小野高等学校　講師：椿　一典 准教授
　　　　　　  科学総合コース「研究するということ」
   1月31日 京都府立洛北高等学校　講師：磯田 正二 教授
　　　　　　  スーパーサイエンスハイスクール（高大連携）講義
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2007 KAIST-Kyoto U niversity
Chemistry Symposium, The Best Poster Award
「Electrochemical Properties of Kinetically 

























The 1st International Symposium on 
Advanced M agnetic M aterials and Applications
Best Poster Award
「Composition-Dependent Magnetic Properties of L10-FePt



















「Approximation Algorithms for Optimal RNA 



























平成19年10月1日 配  置  換
教授　上杉 志成（生体機能化学研究系）物質－細胞統合システム拠点教授へ
左から電気通信大学 仲谷栄伸 教授、筆者、
































　川添 嘉徳 助教 （生体機能化学研究系 ケミカルバイオロジー）
　「小分子化合物の細胞生物学への適用」























































OM COS Poster Prize in
Organometalic Chemistry
14th IU PAC Symposium onOrganometalic Chemistry Directed towards 
Organic Synthesis (O M COS -14) 
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会員のひろば　作花 済夫・京藤 倫久・井上 正志・谷川　 和
掲示板
化研点描
安全衛生と喫煙対策のお話
教授　堀井 文敬、教授　岡　穆宏
裏表紙
11
10
13～18
7
8
9
9
12
